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研究成果の概要（和文）： 医学生が身体診察能力を効果的に習得できる画期的な学習方式であ
る、鑑別診断を考えながら行う身体診察(HDPE: Hypothesis Driven Physical Examination)の
普及とその妥当性や有用性の検証を目的として、国内多施設および米国の研究者と協力して研
究活動を展開した。研究成果として、指導者向けに和英二か国語でビデオ教材を開発し、試用
しながら改良を繰り返した。この学習方式を取り入れた、身体診察に関する医学書の刊行にも
つながった。 
 
研究成果の概要（英文）：We performed an multicenter international collaborative research 
in order to diffuse and verify the validity and applicability of HDPE (Hypothesis Driven 
Physical Examination), an innovative learning system through that medical students could 
learn ability for physical examination effectively. As the outcome, we developed a 
bilingual video material for instructors, used it on a trial bases, and added several 
refinements. We also published a textbook of physical examination based on the frame of 
HDPE. 
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１．研究開始当初の背景 
 医師が診療する際の思考過程は十分には
解明されておらず、それを学習する方法も含
めて、認知心理学と医学教育学の両面から研
究が行われている。その中で明らかになって
きたのが、「症例に関する膨大な情報を網羅
的に検討する能力は、実際の診断能力と相関

しない」という知見である。つまり、優れた
臨床医は、症例を診断する時に、情報や鑑別
診断をすべて検討するのではなく、鍵となる
情報(認知心理学理論で Key Features と呼
ぶ)を活用しているという考え方である。 
 この理論は、世界の医学教育関係者の注目
を集め、カナダの医師国家試験の筆記試験な
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どに利用され、高く評価されているが、身体
診察の学習や実技試験には応用されていな
かった。 
 わが国の卒前医学教育では、実技試験であ
る OSCE(客観的臨床能力試験 Objective 
Structured Clinical Examination の略)が臨
床実習前の共用試験に導入され、さらに卒業
前の OSCE の普及が進むなど、基本的臨床能
力の教育の充実が図られている。しかし、身
体診察の学習や評価に関する研究は十分に
は行われていない。 
 研究代表者の大滝は、20年以上前から、医
療面接や身体診察などの基本的臨床能力の
学習や評価に関する研究をつづけている。平
成 16年に Key Features 理論の開発者の一人
であるボダージ教授(研究協力者:米国イリ
ノイ大学シカゴ校)が東京大学に客員教授と
して滞在した際に、大滝と共同研究のアイデ
アを議論する機会があり、身体診察の学習や
評価にこの理論を応用することを着想し、研
究を開始した。 
 平成 18 年度から文部科学省科学研究費補
助金の助成を受け、この Key Features 理論
を応用した身体診察学習方式の開発に関す
る国際共同研究を実施し、教材の開発、学生
実習への導入、実技試験への導入、指導方法
の公開、国内及び国際学会での発表を行って
きた。 
 
２．研究の目的 
 我々がこれまでに開発した、医学生が身体
診察能力を効果的に習得できる画期的な学
習方式である、鑑別診断を考えながら行う
身 体 診 察 (HDPE: Hypothesis Driven 
Physical Examination)を、国際共同研究と
して更に発展させつつ、その内容の公開を進
めて普及を図り、またその質や効果に関する
検証を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、前述した目的に向けて、学習教
材や試験問題の開発や利用と、その改良、そ
して成果発表などを継続的に繰り返す、いわ
ゆるアクションリサーチ型の研究である。 
 
(1) 研究協力者 
 海外の研究協力者として、米国イリノイ大
学シカゴ校医学教育学部門のジョージ・ボダ
ージ氏とレイチェル・ヨドコフスキー氏、日
本国内では、京都大学(平成 23年までは東京
大学)の錦織 宏氏をはじめとする若手臨床
指導医や研究者の協力を得た。 
 
(2) 学習教材・実技試験問題の公開 
① 教材・試験問題の整理と翻訳 
 これまでの共同研究で開発してきた、各種
の教材や試験問題を、日本側と米国側で再度

検討し、公開可能な範囲について、著作権も
含めて合意した。公開可能と判断したものに
ついて、米国側の教材(英語)の日本語への翻
訳、日本側の教材(日本語)の英訳を行った。 
② 教材・試験問題の公開 
 公開用の教材を用いて、学生向けと指導医
向けワークシッョプを国内外の学会等で企
画・運営した。 
 
(3) 学習教材・実技試験問題の新規開発 
① 学習・評価内容と範囲の整理と再検討 
 これまでの共同研究で開発してきた、学習
教材と実技試験問題の内容と範囲を、集計整
理し、網羅的で標準的なものに整える上で、
追加・改変すべき項目や領域等について検討
した。 
② 教材・試験問題の新規開発 
  ①の検討結果を受けて、教材を新規に開発
すると共に、既に開発した教材を改訂した。 
 
(4) 学習教材・実技試験問題の質の評価 
  公開用の学習教材で、学生向けと指導医向
けのワークショップを行う際に、参加者から
内容について評価を受けた。 
 
(5) 学習教材の効果の検証 
 公開用の学習教材を用いた学生向けのワ
ークショップを行う際に、参加者の思考過程
や身体診察に対する認識の変化を観察し、こ
の学習方法の効果を検証する方法について
検討した。 
 
(6) 指導医向け日本語版ビデオ教材の改訂 
① 日本語版ビデオ教材の見直し 
 これまでに開発した指導医向けのビデオ
教材を、日本側と米国側で再検討し、改訂方
針について合意した。合意に基づいて、まず
日本側の教材(日本語)のシナリオや関連資
料の開発を行った。 
② 日本語版ビデオ教材の作成 
 ①で合意し開発したシナリオや関連資料
をもとに、日本語版ビデオ教材の改訂版を作
成した。 
 
(7) 指導医向け英語版ビデオ教材の開発 
① 日本語版ビデオ教材の英訳 
 (6)で作成した日本語版ビデオ教材を試作
版として英訳し、米国側と具体的な内容につ
いて更に検討を重ねた。 
② 英語版ビデオ教材の作成 
 ① の検討結果を受けて、英語版ビデオ教
材を作成した。 
 
(8) 日本語版ビデオ教材の改訂版の使用と
公開 
日本語版ビデオ教材の改訂版を国内の授

業やワークショップで使用し、その効果を検



 

 

証した。また、日本医学教育学会の年次学術
集会で公開し、医学教育関係者と検討した。 

 
(9) 英語版ビデオ教材の使用と公開 
英語版ビデオ教材をアジア太平洋医学教

育会議のプレカンファレンスワークショッ
プで公開し、医学教育関係者と検討した。 
 
(10)指導医向け英語版ビデオ教材の最終版
の完成 
①英語版ビデオ教材の見直し 

(6)で開発したHDPEに関する指導医向けの
ビデオ教材について、日本側と米国側で最終
的な検討を行い、最終版の内容や使用方法に
ついて合意し、英語版を完成させる作業を具
体的に計画した。 
 
②英語版ビデオ教材の完成 
①の合意と計画をもとに、英語版ビデオ教

材の最終版を完成させた。完成版を広く配布
するために配布用 DVD を作成した。 

 
(11)指導医向け日本語版ビデオ教材の最終
版の完成 
①日本語版ビデオ教材の和訳 

(10)の英語版を基にシナリオや関連資料
を和訳し再検討した。 
②日本語版ビデオ教材の作成 
①の検討結果を受けて、HDPE に関する指導

医向け日本語版ビデオ教材の最終版を完成
させた。完成版を広く配布するために配布用
DVD を作成した。 

 
(12)指導医向け英語版ビデオ教材の最終版
の公開 
 指導医向け英語版ビデオを欧州医学教育
学会とアジア太平洋医学教育会議で発表し、
DVD を配布した。 
 
(13)OSCE(客観的臨床能力試験)への応用の
検討 
この研究活動で得られた知見をもとに、卒

業時 OSCEや医師国家試験 OSCE の検討を行っ
た。 

 
(14)研究活動と成果の論文化 
 これらのビデオ教材の開発研究活動と成
果を論文として医学教育領域の国際学術誌
である Medical Teacher 誌に投稿し掲載され
た。 
 
(15)教材の共有化 
開発した教材の一部について、米国医科大

学協会(AAMC)の教材を共有するポータルサ
イトへ掲載申請し、審査ののちに採択され掲
載された。その教材の日本語版を東京大学の
医学教育センターのwebsiteに掲載して公開

した。その表紙を図 1に示す。 
 

(16)医学書の出版 
 HDPE の考え方に基づいた身体診察に関す
る医学書を研究協力者とともに編集し出版
した。 
 
４．研究成果 
(1) 学習教材・実技試験問題の公開 
 これまでの共同研究で開発してきた、各種
の教材や試験問題を用いて、学生向けと指導
医向けワークシッョプを国内外の学会等で
企画・運営した。 
 
(2) 学習教材・実技試験問題の新規開発 
教材を新規に開発すると共に、既に開発し

た教材を改訂した。 
 
(3) 指導医向け日本語版ビデオ教材の改訂
版 
指導医向け日本語版ビデオ教材の改訂版

を作成し、国内の授業やワークショップで使
用し、日本医学教育学会の年次学術集会で公
開した。 
 
(4) 指導医向け英語版ビデオ教材 
英語版ビデオ教材を作成し、アジア太平洋

医学教育会議のプレカンファレンスワーク
ショップで公開した。 
 

(5)指導医向け英語版ビデオ教材最終版 
英語版ビデオ教材の最終版を完成させ、配

布用 DVD(500 枚)を作成し欧州医学教育学会
とアジア太平洋医学教育会議で発表し、DVD
を配布した。最終版で採用したHDPE の学習
の進め方を表に、DVD のラベルと冒頭のメニ
ュー画面を図 1と図 2示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 学習の進め方 
 
 

(1)オリエンテーション 

(2)予想所見の作成 

(3)ロールプレイの準備 

(4)身体診察のロールプレイ 

(5)鑑別診断のディスカッション 

(6)答合わせ 

(7)ミニレクチャー 

(8)デモンストレーション 

(9)ふり返り 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 指導医向け英語版ビデオ教材 DVD の 

ラベル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図2 指導医向け日本語版ビデオ教材DVDの 

メニュー画面 
 
 
 

(6)指導医向け日本語版ビデオ教材最終版 
HDPE に関する指導医向け日本語版ビデオ

教材の最終版を完成させ、配布用 DVD(1000
枚)を作成した。 

 
(7)研究活動と成果の論文化 
 これらのビデオ教材の開発研究活動と成
果の論文が Medical Teacher 誌に掲載された。 
 
(8)教材の共有化 
開発した教材の一部が米国医科大学協会

(AAMC)の教材を共有するポータルサイトで
ある MedEdPORTAL へ掲載された。同じ教材の
日本語版を東京大学の医学教育センターの
website に掲載して公開した。日本語版の表
紙を図 3に示す。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 MedEdPORTAL へ掲載された教材の日本
語版(東京大学 website で公開)の表紙 

 
 

(9)医学書の出版 
 HDPE の考え方に基づいた身体診察に関す
る医学書を研究協力者とともに編集し出版
した。 
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